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耳
慣
れ
な
い
言
葉
た
ち
で
溢
れ
て
い
た
朝

当
た
り
前
の
日
常
が
遠
い
昔
話
の
よ
う
な
奇
跡

目
の
前
に
は
空
っ
ぽ
の
箱

夥
お
び
た
だ

し
い
数
の

弱
さ
や
嘘
に
守
ら
れ
築
い
て
き
た
虚
構
は

跡
形
も
な
く
消
え
て
い
っ
た

心
に
灯
る
希
望
の
中
に
現
れ
た
見
え
な
い
敵
は

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
停
滞
さ
せ

手
探
り
の
長
い
闘
い
に
向
か
わ
せ
る

不
安
を
煽
り
　
騙
し
　
巧
み
な
言
葉
で
欺
く

噂
に
振
り
回
さ
れ
　
数
に
脅
か
さ
れ
る

変
わ
り
ゆ
く
も
の
　
変
わ
ら
な
い
も
の

忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か

空
の
青
　
海
の
群
青

木
々
の
緑
　
夕
焼
け
の
茜

日
々
は
彩
ら
れ
輝
い
て
い
た
こ
と
を

降
り
し
き
る
雨
で
荒す

さ

ん
だ
感
情
を
洗
お
う

平
坦
で
な
い
毎
日
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
も

天
を
仰
ぎ
　
目
を
凝
ら
し

静
か
に
覚
悟
を
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す

耳
慣
れ
な
い
言
葉
た
ち
が
日
常
と
な
っ
た
朝

目
の
前
に
は
空
っ
ぽ
の
箱

見
え
な
い
希
望
や
理
想
を
敷
き
詰
め

新
し
い
軌
跡
を
残
し
て
い
く

道
な
き
道
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
よ
う
で

真
実
の
上
を
歩
き
始
め
た

未
来
は
こ
の
手
で
つ
く
っ
て
い
く
ん
だ

全
国
30
都
府
県
か
ら
６
４
４
４
編
の
応
募

令
和
２
年
度
白
秋
献
詩
の
入
賞
者
を
表
彰

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品

　
「
か
ら
っ
ぽ
の
箱
」

       

福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米
中
学
校　
２
年　
石
橋 
紺
花
子

【
問
】
市
学
校
教
育
課
学
校
給
食
係
（
☎
77
・
８
１
７
３
）

  

柳
川
が
生
ん
だ
偉
大
な
詩
人
、

北
原
白
秋
の
偉
業
を
た
た
え
、
詩

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
市

で
は
毎
年
、
白
秋
献
詩
を
募
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
応
募
は
合
計
６

４
４
４
編
。
そ
の
中
か
ら
１
５
５

編
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
白
秋
の
命
日
で
あ
る

11
月
２
日
、白
秋
祭
式
典
を
開
催
。

例
年
、
白
秋
詩
碑
苑
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
雨
天
の
た

め
矢
留
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
同
校
6
年

の
德
永
葉
奈
さ
ん
が
献
花
し
、
金

子
市
長
や
柳
川
白
秋
会
の
大
城
昌

平
会
長
が
献
酒
。
そ
の
後
、
文
部

科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た
福
岡
教
育

大
学
附
属
久
留
米
中
学
校
２
年
の

石
橋
紺か

な

こ

花
子
さ
ん
と
福
岡
県
知
事

賞
の
３
人
が
、
作
品
を
朗
読
し
ま

し
た
。
最
後
は
、
矢
留
小
学
校
の

児
童
が
帰
去
来
な
ど
を
合
唱
し
白

秋
の
遺
徳
を
し
の
び
ま
し
た
。

　
白
秋
献
詩
の
特
選
と
特
別
賞
、

市
内
か
ら
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
か
っ
こ
内
は
学
校
名
や

学
年
な
ど
。
敬
称
略
）。

　
特
選
・
特
別
賞

■
文
部
科
学
大
臣
賞
　
石
橋
紺
花

子
（
福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米

中
２
）

■
福
岡
県
知
事
賞
　
政
野
六り

っ
か花

（
雙ふ

た
ば葉
小
２
）、
古
賀
文あ

や
な菜
（
柳
南
中

３
）、吉
田
陽は

る
な菜（
輝
翔
館
中
教
校
５
）

■
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞
　
松
藤

樹な

な奈（
皿
垣
小
６
）、中
村
澪れ

い
あ亜（
三

橋
中
３
）、
岩
津
歩あ

ゆ
か佳
（
輝
翔
館

中
教
校
５
）

■
北
原
白
秋
生
家
記
念
財
団
賞
　

古
賀
壮
太
（
城
内
小
４
）、
伊い

は波

美
乃
里
（
沖
縄
県
与
那
原
町
立
与

那
原
中
２
）、
岡
田
詩し

え

り

恵
莉
（
東

明
館
高
１
）

■
伝
習
館
三
稜
会
賞
　
中
村
夢ゆ

な菜

（
柳
河
小
６
）、阿あ

ち

は
知
波
あ
か
り（
愛

知
県
刈
谷
市
立
刈
谷
東
中
３
）、
嘉

藤
大ひ

ろ
と斗
（
伝
習
館
高
１
）

■
西
日
本
新
聞
社
賞
　
時
津
由ゆ

う羽

（
柳
河
小
２
）、
佐
藤
海み

う羽
（
愛
知

県
刈
谷
市
立
刈
谷
東
中
３
）、
村
上

奈
緒
子
（
伝
習
館
高
３
）

■
白
秋
長
女
岩
﨑
篁こ
う
こ子
賞
　
原
田

爽
太
郎
（
広
島
大
学
附
属
小
４
）、

西
山
龍り

ゅ
う
し
ん信
（
昭
代
中
３
）、
馬
場

竜
也
（
城
南
高
２
）

　
市
内
入
選
者

■
小
学
生
の
部　

▽
一
席
＝
富
重
葉
子
（
柳
河
５
）

▽
二
席
＝
野
口
結
衣
（
蒲
池
１
）、

野
口
結
衣（
同
６
）、村
井
映え

な凪（
藤

吉
３
）

▽
三
席
＝
宮
原
結ゆ

づ
き月
（
昭
一
３
）、

髙
椋
美
里
（
二
ッ
河
３
）、
田
原
旬

（
矢
留
２
）、吉
開
寛ひ

ろ
と人

（
蒲
池
１
）、

黒
木
琉る

り

は
莉
葉
（
六
合
６
）、
中
神
隆

幸
（
柳
河
２
）、古
賀
鈴
奈
（
同
１
）

▽
佳
作
＝
大
曲
創
太
（
昭
二
３
）、

坂
口
春
（
城
内
３
）、
中
村
倫と

も
ひ
ろ大

（
蒲
池
３
）、平
川
隼し

ゅ
ん
や也
（
垂
見
３
）、

武
末
蒼そ

う
ご梧

（
豊
原
２
）、
西
幹
太

（
藤
吉
６
）、岡
本
若
奈
（
蒲
池
６
）、

伊
藤
昌し

ょ
う
た也

（
昭
二
３
）、
與
田
瑞み

づ
き月

（
両
開
１
）、
牛
島
琥こ

た
ろ
う

太
朗
（
柳
河

１
）、
牛
島
瑠る

な愛
（
同
３
）、
原
田

ゆ
い
な
（
城
内
５
）、
友
添
愛
理

（
二
ッ
河
５
）、
久
保
田
野の

あ愛
（
両

開
３
）、
竹
内
李り

お織
（
蒲
池
３
）、

太
田
由ゆ

い

な

結
菜
（
城
内
３
）、
藤
丸

和あ
い
こ子
（
同
3
）、
梅
嵜
悠
真
（
両
開

３
）、
池
末
琥る

い
あ凱
（
蒲
池
４
）、
戸

上
陽ひ

な

こ
南
子
（
城
内
１
）、
荒
巻
知と

も
か花

（
昭
二
4
）、藤
木
奏か

な
た多

（
蒲
池
６
）、

宮
地
千ち

よ
り和
（
二
ッ
河
５
）、
大
淵

莉り

こ子
（
蒲
池
６
）、
松
藤
愛め

ぐ

（
同

６
）、
小
川
乃の

あ愛
（
両
開
３
）、
樺

島
栞か

ん
な奈
（
藤
吉
３
）、
河
口
さ
く

ら
（
二
ッ
河
３
）、
古
賀
美み

ゆ有
（
藤

吉
３
）、
小
嶋
明あ

す

か
日
風
（
城
内
１
）、

大
坪
実み

い
な奈
（
豊
原
５
）、
緒
方
雄
大

（
昭
一
５
）、野
崎
叶と

あ愛
（
中
島
５
）、

後
藤
謙
心
（
有
明
１
）、
本
園
彩
華

（
蒲
池
１
）、
堤
翔
真
（
中
島
１
）、

平
河
明あ

み

か
美
香
（
皿
垣
２
）、
松
藤
歩

実
（
中
島
２
）、
吉
田
瑛え

い
と仁
（
藤
吉

２
）、
大
塚
心み

ゆ結
（
蒲
池
６
）、
大

橋
瑠る

る

か
月
歌
（
垂
見
６
）、
竹
内
詠え

い
と人

（
蒲
池
６
） 

■
中
学
生
の
部　

▽
一
席
＝
野
口
聡
太
（
蒲
池
２
）

▽
二
席
＝
石
橋
芽
依
（
柳
城
２
）

▽
三
席
＝
嶋
田
心み

ゆ優
（
三
橋
３
）、

田
島
祭ま

つ
り（
同
３
）、安
部
あ
か
り
（
柳

城
２
）、
井
上
里
香
（
同
２
）、
池

末
千ち

ほ

な
峰
奈
（
同
３
）

▽
佳
作
＝
藤
吉
司
（
三
橋
３
）、
古

賀
日ひ

な
た陽
（
蒲
池
３
）、中
間
塔と

う
こ子
（
三

橋
３
）、
岩
屋
優
理
香
（
柳
南
3
）、

梅
﨑
好こ

の
か花
（
柳
城
１
）、
濵
田
梨り

な乃

（
同
１
）、
本
木
将
真
（
昭
代
１
）、

田
中
日ひ

な奈
（
大
和
２
）、
大
津
菜
々

美
（
同
２
）、佐
藤
史ふ

み
や弥
（
昭
代
3
）、

高
椋
柚ゆ

ら来
（
三
橋
３
）、
河
口
知
美

（
同
３
）、
大
橋
加
奈
（
同
３
）、
下

河
紗
耶
（
同
３
）、
下
川
日
奈
（
同

３
）、
金
縄
茉ま

い依
（
柳
城
3
）、
渡

邊
久く

お
ん遠
（
大
和
１
）、坂
本
晄こ

う
せ
い世
（
蒲

池
１
）

■
高
校
生
・
一
般
の
部
　

▽
二
席
＝
宮
園
勇ゆ

う
ま舞

（
伝
習
館
２
）

▽
三
席
＝
栗
本
美み

ゆ優
（
伝
習
館
１
）

▽
佳
作
＝
棚
町
琉る

な月（
伝
習
館
１
）、

外ほ
か
お尾
日ひ

よ
り和
（
同
２
）、
小
宮
由
衣
子

（
柳
川
１
）、
江
口
綾
乃
（
伝
習
館

２
）、
松
尾
優ゆ

う
た汰
（
同
１
）、
松
尾

亜つ
ぐ
み美

（
同
２
）、松
石
小
春
（
同
２
）、

倉
吉
唯い

ち

か
知
華
（
同
１
）

【上】福岡県知事賞を受賞した古賀文菜さん
【下】矢留小の児童が白秋を偲び合唱 受賞作品を朗読する石橋紺花子さん


